
林業・木材産業作業安全推進ウェビナー

林業労働災害ゼロをめざして

集材作業について
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死亡災害（n=158）

林業死亡災害の作業種別割合
第14次労働災害防止計画

（2023〜2027）
業種別の労働災害防止対策の推進

アウトプット指標：「伐木等作業の安全ガ
イドライン」に基づく措置の実施事業場を
50％以上

アウトカム指標：死亡者数を2022年に比
較して15％以上減少

林材業労働災害防止計画
４アウトプット指標と２アウトカム指標

「チェーンソーによる伐木等作業の安全
に関するガイドライン」に基づく措置を実
施する会員を50％以上

車両系木材伐出機械作業による労働災
害防止のための措置を実施する会員を
50％以上

伐倒, 
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造材, 4%

車両集材, 
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架線集材, 
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2018-2022

安全とは？

労働災害をなくすことでしょうか？

↓
結果として労働災害がゼロになること。

↓
すなわち、労働災害を招く要因をなくすこと。

↓
最大限可能な危険を除去すること。

ここに安全衛生管理が求められます！



労働災害発生のメカニズム

かかり木などの不安全な状態があるところに、林業労働者が気づかずに

近づく不安全な行動を行い、不幸なことに偶然にもその時にかかり木が外
れて、被災するというメカニズムで労働災害は発生する。

リスクアセスメント
OSHMSのPDCAにおけるキーポイント

作業がどれくらい危険か（リスク）をランク付けし、
事前に評価（アセスメント）すること。



林業でリスクアセスメントがなかなか普及しないため、林業・木材製造業
労働災害防止協会が簡易版を作成し、そのテキストを刊行した。

リスク低減対策の優先順位
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作業計画を立てる必要性

作業現場の状況をしっかり把握しないままに、いきな
り作業を始めることは、作業現場に潜む危険性がわか
らないため労働災害を招くことになるとともに、作業手
順が練られていないため効率の悪い作業となり、労働
生産性を下げることにつながる。

国有林の請負作業では、作業計画を立てることが義
務づけられているが、民有林の請負作業では作業計
画を立てるコストが請負費の中に見込まれていないと
いう理由でほとんどが作業計画を立てていない。

作業計画と危険予知
常に作業計画を立てるという職場風土を作る。

それが安全衛生管理につながる。

• 作業現場が変わる時は、事前に職員ならびに作業
班のメンバー全員で事前踏査をし、作業計画を立て
ること。

• この際に、できれば経営者あるいは安全管理責任
者も同行することが望ましい。

• また、この際に現場の状況を把握し、危険な箇所や
要因の洗い出しを行い、その対策を検討しておく（
KY活動あるいはリスクアセスメント）

• 作業計画には、緊急時の連絡網ならびに救急車と
のランデブーポイントも明記する。



作業計画書
の一例

作業計画書の一例
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リスク低減対策の優先順位
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22年間の車両系集材の死亡災害
2001年〜2022年

死亡災害の8％を占めている車両系集材の死亡災害はフォワーダが中
心となる。走行中に林道や作業道から転落する災害、木寄せ作業中の災
害が多く、これらで約９割を占めている。
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安全なキャビンを装備したフォワーダ
高価な林業機械ではあるが、労働者の安全は守られる！

転倒時保護構造：ROPS (Roll-Over Protection Structure)
落下物乗員保護構造：FOPS (Falling-Object Protective Structures)
横転時乗員保護構造：TOPS (Tip-Over Protective Structures)

フォワーダの過積載
作業現場の多くで日常的に行われている。

過積載による影響として、ブレーキの利きが悪くなる、
わずかなハンドル操作で急な挙動を示す、
視界が悪くなるなどが考えられる。



フールプルーフ

エラー発生以前にエラーそのものが起きないよう
対策を立てること（未然防止）

間違った操作ができないようにあらかじめ設計し
ておくこと

過積載すると動かないフールプルーフ



フォワーダにドライブレコーダーを装備

Safie クラウド（ライブ・録画）サービス
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自動走行フォワーダ
究極の本質的対策となる
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日本型フォワーダのグラップル操作
クレーン操作席にプロテクターを早急に装備する必要がある！
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22年間の架線系集材の死亡事故
2001年〜2022年

死亡災害の8％を占めている架線系集材の死亡災害は、約70%が荷か
け作業中となっている。その原因として、荷かけ手と機械オペレーターの
間の連絡不十分が考えられる。例えば、荷かけ手が退避前にオペレータ
ーが集材を始めることなど。
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ハンズフリー双方向無線で連絡を取る

架線集材ではトランシーバーが一般的に使われているが、一方向の無

線通信のため、連絡が十分に取れない。双方向無線にすると普通に会話
するように連絡することができる。この装置は、一人作業や近接作業の際
の緊急連絡にも活用できる。



油圧式リモコン集材機

ロージング・グラップル
究極の本質的対策となる



スイングヤーダーの転倒事故

控え索のないスイングヤーダーでは、重い木を集材する際や、
集材木が切り株や岩にスタックした場合に大きな張力がかかり、
簡単に転倒する。幸いなことに死亡災害は発生していない。

フェイルセーフ

エラーが起こってもエラーによる被害の拡大を防い
だり、エラー前の状態に回復できるようにするエラー
対処

故障や事故などの異常時に安全側に作動する仕組
みのこと



スイングヤーダに転倒防止装置をつける

車体傾斜センサー 警報装置

スイングヤーダに傾斜計をつけて、転倒する傾斜になる
前に警報を鳴らすシステムをつけ、危険な傾斜になったら
架線の張力を緩めるフェールセーフ機能をつけるべき。

労働災害防止の新たな動き
SafetyⅠから Safety Ⅱへ

SafetyⅠ：物事が悪い方向へ向かうのを避
ける。

（何が正しい方向に向かうかを見るよりも、
何が悪い方向に向かうかを見る）

↓
Safety Ⅱ：物事が正しい方向へ向かうことを

保証する。



Focus of Safety 1 and Safety II

林業労働環境
自己改善プログラム

背景：他の会社の取り組みを知らない

キーワードは「見える化」
低コストで簡易なツール

林業版WISE（WIFM）の開発
Work Improvement on Forest Management



ステップ１：良い改善事例を知る
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ステップ３：３つの改善策を考える
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改善結果例
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リスク低減対策の優先順位
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労働安全衛生対策の実施状況
91%	

71%	 70%	 67%	 66%	 65%	 64%	 64%	
58%	 57%	 55%	

51%	
47%	

18%	

4%	

0	

50	

100	

150	

200	

250	

300	

350	

400	

�
�
;
8
�
C
$
3
Y.
,
C
 
�
�

4
!
'
C
�
?
�



<
�


[�
+
�
	
A


<
1
\�

U
H
F
D
I
H
S
X
M=
�

�
�
"
�
5
C
:
�
�

�
<
�
/
*
�
[K
YT
\=
===
===
==�

�
�
�
7
>>
>�

�
�
C
#
�
Y%
�
�

�
�
O
MW
Z
V
�

P
T
U
N
J
MC
�
�
=�

K
Z
V
Q
J
F
H
RZ
L
EX
G
[T
BM
\�

�
�
�
�
>>
>�

#
�
@
�
0
�

�
C
�
9
-
(
)
�
)
	
C
6
�
�

B
C
�
�

�
2
�
)
	
&
�

n=402

日本全国の林業事業体にアンケート調査を行い、

実施している労働安全衛生対策を質問した。



ＴＢＭ（ツールボックスミーティング）
作業前に作業予定、手順、安全の確認、留意点などについ
て作業員同士話し合うこと。道具箱を囲んで打合わせることか
らこの名がついた。作業員の服装や体調もチェックする。

指差し呼称と安全確認

周囲ヨシ！

人間は目だけで80％近くの確認ができるとされているが、過誤や思い込みによ

るミスをなくすために、行動（指差し）と声出し（呼称）を行うことで、確認の精度を
90％以上に高めることができる。さらに対人近接警報装置を標準装備すべき！



材を積んだバック走行
徹底できないシートベルト着用

41

バック走行中のオペレーターの視界



集材路の危険箇所に目印をつける

架線作業のガイドブロックと内角
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作業索の内角に危険表示

未だに人材を大事にしていない日本

人間よりも能率を重視
第二次世界大戦中も現在も変わらない
設計思想と社会的思考



零式艦上戦闘機

軽量で小旋回できる零戦は空中戦での戦闘能力が高かった。
しかし、乗員を保護するためのプロテクターは粗末で、着弾するとすぐに燃
料タンクに引火して爆発した。たくさんの優秀な乗員が戦死し、戦争末期に
は熟練度の低い乗員ばかりだった。

グラマンF6Fヘルキャット

乗員の養成に数年かかることを知っていたアメリカは、熟練した貴重な乗員の損
失を少なくするために、まず乗員を保護する重厚なプロテクターを設計し、重くなっ
た機体を自由に動かすための強力なエンジンを装着した。この戦闘機が零戦の天

敵となった。



未だに人材を大事にしていない日本

人間よりも能率を重視
第二次世界大戦中も現在も変わらない
設計思想と社会的思考

優秀な担い手を確保し育て上げるのに
どれだけの時間と労力を要するのか？

日本型フォワーダ
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日本型の林業機械
ベースマシンに建設機械のバックフォーが使われることが多い。

オペレータの視界
大きなブームで遮られて右側が全く見えない！

もちろん後ろは全く見えない！



安全費の現状と理想
林災防会員アンケートの回答総数687件に対する割合

中央労働災害防止協会が行ったアンケート調査（1999）によると、
安全対策の費用対効果は、1対2.7となる。

安全作業と生産性は両立する！
安全対策をすると労働生産性が下がるという事業者の思いちがい。

グラフの右側ほど労働災害の発生頻度が高く、上側ほど労働生産性が高い。

注目すべきは、労働生産性が高いほど労働災害の発生頻度が低いことであり、
労働災害が多い事業体は労働生産性が低いという事実である。



未だに人材を大事にしていない日本

人間よりも能率を重視
第二次世界大戦中も現在も変わらない
設計思想と社会的思考

優秀な担い手を確保し育て上げるのに
どれだけの時間と労力を要するのか？

担い手を一時的な使い捨て労働力と見るか？
将来的にかけがえのない人材と考えるか？

労働安全衛生マネジメントシステム
（OSH-MS）

支援

資源

力量

認識

コミュニケーション

文書化した情報

労働安全衛生方針

組織の状況
働く人と利害関係者のニーズと要望
OSH-MSの適用範囲の決定

労働安全衛生目標

計画
危険源特定・リスクと機会の評価・計画策定

運用
運用計画・管理・緊急事態への対応

パーフォマンス評価
モニタリング・内部監査・レビュー

改善

経営者のリーダーシップ

P

D

C

A

P

P

D



要は経営者のリーダーシップ

経営者が「労働災害をなくす」という強い意欲を持って、事業体を
リードすることから労働安全衛生マネジメントは始まる。
事業者が作業現場を毎日安全パトロールすることは、事業者の
本気度を社員全員に示すことになり、安全な職場風土を醸成する。57

１に安全、２に環境、３に生産性

人材を育成し大切にする経営へ



ご清聴ありがとうございます。

森林ヒューマン・ファクター研究所


